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広 島 県 教育 委員 会

義 務 教 育 指 導 課

多様な教材を活用した指導の工夫

令和元年度第５回道徳教育実践研究委員会 道徳科が全面実施となり・・・

【変わらないこと】

・道徳教育は，全教育活動を通じて行うこと

・道徳教育の要として道徳科の授業を年間
３５時間以上（小１は３４時間以上）行うこと

・道徳教育及び道徳科では，道徳性を養うこ
とを目標としていること

道徳科が全面実施となり・・・

【変わること】

・道徳科の授業で児童生徒を評価すること
（記録として残す）

・教科用図書を主たる教材として使用する
こと

教科書に記載されている発問を必ずしなければならない？

教科書の授業展開で授業を進めなければならない？

第４節 道徳科の教材に求められる内容の観点
１ 教材の開発と活用の創意工夫

児童生徒の発達の段階や特性，地域
の実情等を考慮し，多様な教材の活用
に努めること。特に，生命の尊厳，（社会
参画），自然，伝統と文化，先人の伝記，
スポーツ，情報化への対応等の現代的
な課題などを題材とし，児童生徒が問題
意識をもって多面的・多角的に考えたり，
感動を覚えたりするような充実した教材
の開発や活用を行うこと

小・中学校学習指導要領解説 特別の教科 道徳編
4



2

【多様な教材を活用した創意工夫ある指導】

道徳科においても，主たる教材として教科
用図書を使用しなければならないことは言う
までもないが，道徳教育の特性に鑑みれば，
各地域に根ざした地域教材など，多様な教
材を併せて活用することが重要となる。様々
な題材について郷土の特色が生かせる教材
は，児童にとって特に身近なものに感じられ，
教材に親しみながら，ねらいとする道徳的価
値について考えを深めることができるので，
地域教材の開発や活用にも努めることが望
ましい。

小学校学習指導要領解説 特別の教科 道徳編
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例えば，

・地域の人を招いて協力しながら学習を進める

・実物を提示する

・情報機器を生かして学習する

・疑似体験活動を取り込んで学習する

【多様な教材を活用した創意工夫ある指導】

これらのほかにも，例えば，古典，随想，民
話，詩歌などの読み物，映像ソフト，映像メ
ディアなどの情報通信ネットワークを利用し
た教材，実話，写真，劇，漫画，紙芝居など
の多彩な形式の教材など，多様なものが考
えられる。

例えば，

・地域の人を招いて協力しながら学習を進める

・実物を提示する

・情報機器を生かして学習する

・疑似体験活動を取り込んで学習する 6

・授業の展開に中心的に位置付ける教材だ
けでなく，補助的な教材を組み合わせて，そ
れらの多様な性格を生かし合う

・授業の展開に中心的に位置付ける教材だ
けでなく，補助的な教材を組み合わせて，そ
れらの多様な性格を生かし合う
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例えば
【導入】

・各教科等の学習や体験活動等の様子を想
起する
【終末】
・詩をよむ（「私たちの道徳」等の活用）
・保護者からの手紙を活用する

①実践事例【地域教材を取り入れた工夫】
（東広島市立河内中学校 令和元年度公開研究会より）
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①実践事例【地域教材を取り入れた工夫】
（東広島市立河内中学校 令和元年度公開研究会より）
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②実践事例【導入における工夫】
（三次市立三次中学校 令和元年度公開研究会より）
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学年：第１学年
主題名：集団の充実

（Cよりよい学校生活，集団生活の充実）
教材名：むかで競走 （出典 日本文教出版）
ねらい：

むかで競走を通して変化する学級の雰囲気を変
えたものを考えることを通して，集団の一員として
の自覚をもち，協力し合って集団を築くことの大切
さに気づき，集団の中での自分の役割と責任を自
覚して集団生活を充実させていこうとする道徳的
実践意欲と態度を養う。

②実践事例【導入における工夫】
（三次市立三次中学校 令和元年度公開研究会より）
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ランナーのゼッケンの数字かな。

有名な選手の背番号かな。

文化祭を終わった後に皆さんに点数をつ
けてもらったね。あれを平均したら６６点
でした。

②実践事例【導入における工夫】
（三次市立三次中学校 令和元年度公開研究会より）

みなさんに振り返りを書いてもらいました。
・・・・紹介しながら課題につなげる

この６６は何の数字でしょう？

③実践事例【終末における工夫】
（海田町立海田南小学校 海田町道徳教育推進協議会より）
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学年：第４学年
主題名：友達と信頼し合う（B 信頼，友情）
教材名：ぼくらだってオーケストラ（東京書籍）
ねらい：

市の連合音楽会に向けて，練習を重ねるてつお
となつみの心情を考えることを通して，友達と互い
に理解し，信頼し，相手のことを思って励まし合い
ながら共に伸びていく関係を築こうとする心情を育
てる。
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保護者の価値観（友情）を知ることで，
さらに道徳的価値に対する考えを深める

③実践事例【終末における工夫】
（海田町立海田南小学校 海田町道徳教育推進協議会より） 道徳科が全面実施となり・・・

【変わること】

・道徳科の授業で児童生徒を評価すること
（記録として残す）

・教科用図書を主たる教材として使用する
こと

教科書に記載されている発問を必ずしなければならない？

教科書の授業展開で授業を進めなければならない？
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第４節 道徳科の教材に求められる内容の観点
教材の開発と活用の創意工夫

活用する教材の選択に際しては，生徒
の興味を引くことのみに留意するのでは
なく，道徳科の目標や道徳科の特質を
踏まえて「この教材で何を考えさせるの
か」という授業のねらいの観点から選択
する必要がある。

中学校学習指導要領解説 特別の教科 道徳編
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ねらいに迫るため，
指導者が明確な指導の意図をもつこと

第４節 道徳科の教材に求められる内容の観点
２ 道徳科に生かす教材

よく生きる喜びや勇気を与えられるものであること。

（「第３章特別の教科道徳」の「第３指導計画の作成と内容の取扱い」の３）

(2) 教材については，教育基本法や学校教育法そ
の他の法令に従い，次の観点に照らし適切と判断
されるものであること。

ア児童生徒の発達の段階に即し，ねらいを達成す
るの にふさわしいものであること。

イ人間尊重の精神にかなうものであって，悩みや
葛藤等の心の揺れ，人間関係の理解等の課題も含
め，児童生徒が深く考えることができ，人間としてよ
りよく生きる喜びや勇気を与えられるものであること。

ウ多様な見方や考え方のできる事柄を取り扱う場
合には，特定の見方や考え方に偏った取扱いがな
されていないものであること。

小・中学校学習指導要領解説 特別の教科 道徳編 18

道徳科が全面実施となり・・・

【求められていること】
・教育の目標

●豊かな情操と道徳心（豊かな心）を培う
・これからの時代に必要な資質・能力の育成

●知識及び技能の習得，思考力・判断力・表現力等
の育成，学びに向かう力・人間性等の涵養
・教育課題への対応

●いじめ問題，情報モラル，ESD等への対応
・道徳科の授業の量的確保

●年間35時間以上実施して評価する
・道徳科の授業の質的転換

●「主体的・対話的で深い学び」（考え，議論する道徳）


